
9　　平成 25.5.

５
月
は
「
町
内
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間
」
で
す　

町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

一
番
身
近
な
自
治
組
織

　
町
内
会
・
自
治
会
は
、
地
域
に
住
む

方
々
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
一
番

身
近
な
自
治
組
織
で
す
。
現
在
、
市
内

に
は
２
２
７
の
町
内
会
・
自
治
会
が
あ

り
、
多
く
の
人
が
加
入
し
、
お
互
い
に

協
力
し
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
住

み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　
町
内
会
・
自
治
会
で
は
、
い
つ
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
、
自
主

防
災
組
織
を
つ
く
り
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え

を
行
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

８
割
の
人
が
隣
近
所
の
人
か
ら
救
出

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
」
に
お
け
る
救
出
者
の
約
８

割
の
人
が
、
隣
り
近
所
の
人
に
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
番
身
近
な
町
内
会
・

自
治
会
に
加
入
し
、
隣
近
所
と
の
交
流

を
深
め
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
お
く
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
安
心
し
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入

し
、
親
睦
や
交
流
を
深
め
、
よ
り
豊
か

で
潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

町
内
会
・
自
治
会
の
主
な
活
動

・
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
…
ス
ポ
ー
ツ
大  

　
会
、
運
動
会
な
ど

・
地
域
で
の
助
け
合
い
…
自
主
防
災
活　

　
動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

・
地
域
へ
の
思
い
や
り
…
独
居
老
人
へ　

　
の
声
掛
け
、
敬
老
会
な
ど

・
地
域
の
生
活
環
境
向
上
…
防
犯
灯
の　

　
設
置
・
維
持
管
理
、
市
か
ら
の
行
政

　
文
書
の
回
覧
な
ど

・
地
域
へ
の
や
さ
し
さ
…
清
掃
活
動
、　

　
緑
化
活
動
な
ど

・
歴
史
と
文
化
の
継
承
…
祭
り
・
精
霊　

　
流
し
、
伝
統
芸
能
な
ど

　
町
内
会
・
自
治
会
加
入
に
関
す
る
こ

と
は
、
お
住
ま
い
の
町
内
会
長
・
自
治

会
長
ま
た
は
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
秘
書

広
報
班
（
☎
�
１
１
１
１　
内
線
１
２

４
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

域力地 u p

　「がまだす地域づくり交付金」
　「地域の元気づくり支援補助金」

　人口減少や高齢化社会が進み、地域コミュニティの衰退が問題視されてい
るなか、市内の町内会・自治会では、地域コミュニティの維持・活性化に向
けたさまざまな取り組みを実施しています。また、市では、このような取り
組みを支援するために「がまだす地域づくり交付金」および県の事業を活用
した「地域の元気づくり支援補助金」を交付しています。
　今回は、「霊丘地区」の取り組みを紹介します。
　霊丘地区は 31 の町内会で組織され、日ごろから地域清掃やレクリエーショ
ンなどの活動に取り組んでいます。

　左の写真は、保護者や生徒など
地域住民が一丸となって行った

「第二小学校」の清掃活動と新た
に取り組みを始めた「ターゲット
バードゴルフ」の様子です。
　このように、世代間交流の促進
や交流機会の創出により、元気あ
る地域づくりを進めています。

地域清掃 ターゲットバードゴルフ

霊丘地区

を活用した地域の取り組み

■ 問い合わせ先
　 政策企画グループ地域振興班
 　（☎ 63-1111　内線 146）


